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昭和57年
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市の人ロ

（昭和57年3月1日現在）

世帯数48，951世帯（前月比2世帯増）

人口155，590人（前月比109人増）

男77，755人

女77，835人

第588号

第3次宇治市交通安全計画決まる

実
施
計
画
つ
く
り
推
進

宇
治
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
国
・
府
・
市
で
構
成
＝
会
長
・
池
本

正
央
宇
治
市
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
第
3
次
宇
治
市
交
通
安
全
計
画
を

決
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た

る
市
の
交
通
安
全
施
策
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

▲交通ルールを守って事故をなくそう（大久保交差点）

ｍ
安
全
計
画
は
、
交
通
安
全

対
策
基
本
法
に
も
と
づ
い
て
定
め

ら
れ
る
も
の
1
今
回
の
第
三
次

計
画
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら

の
第
一
次
、
五
十
一
年
度
か
ら
の

第
二
次
計
画
に
引
き
続
く
も
の
と

な
っ
て
い
卓
子
。

昭
和
四
十
五
年
を
ピ
ー
ク
に
全

国
的
に
減
少
し
て
き
た
交
通
事
故

は
、
近
年
増
加
傾
向
舎
不
し
て
き

て
い
圭
Ｅ
ｙ
。
そ
こ
で
、
今
回
の
計

画
で
は
、
交
通
事
故
の
増
加
傾
向

に
歯
止
め
を
か
け
、
特
に
死
亡
事

故
の
防
止
か
伍
点
に
、
死
傷
者
数

の
着
実
な
減
少
を
目
標
に
沢
の
施

策
を
積
極
的
に
す
す
め
る
こ
と
に

し
て
い
未
了
。

5
ヵ
年
で

安
全
施
設
な
ど
整
備

山
安
令
施
設
の
整
備
充
実

・
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に

関
ず
る
五
ヵ
年
計
画
な
ど
に
よ

り
整
備
充
実
を
図
る
。

口
歩
行
者
な
ど
温
著
交
通
安
全

対
策

・
歩
道
、
歩
行
者
専
用
道
路
を
拡

ぷ
程
Ｔ
る
。

・
効
果
的
な
恋
留
匍
に
よ
り
歩

行
考
が
安
心
し
て
歩
け
る
道
路

夕
確
保
す
る
。

・
買
物
・
散
策
道
路
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
道
路
の
設
置
夕
推
進
す

る
。

・
運
転
者
に
対
し
、
制
ぼ
的
な
講

習
な
ど
に
よ
る
教
育
を
充
実
す

る
。

・
飲
酒
運
転
な
ど
無
謀
迎
転
及
び

襟
心
駐
車
に
つ
い
て
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
指
導
を
充
実
す
る
。

即
交
通
安
全
教
育
の
充
実

・
生
涯
を
通
じ
た
交
通
安
令
宿
腎

を
推
進
す
る
。

留
同
団
体
の
育
成
指
導

・
交
通
の
安
全
を
目
的
八
于
る
団

体
、
そ
の
他
交
通
に
関
係
の
あ

る
業
務
侭
7
曲
体
に
つ
い
て

は
、
そ
の
組
織
化
に
つ
い
て
の

指
導
・
交
通
の
宜
七
に
関
す
る

第
2
宇
治
白
川
線
交

通
安
全
計
画
に
基
づ
き
、

自
転
車
・
歩
行
者
専
用
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

諸
行
事
に
対
す
る
援
助
。
安
全

活
動
の
促
進
に
必
要
な
資
料
の

提
供
等
を
積
極
的
に
行
い
、
民

問
の
自
主
的
な
活
動
気
運
ｍ

り
ト
ぼ
市
民
一
般
の
関
心
奎
局

め
る
。

㈲
踏
切
道
の
整
備
ｍ

・
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
を
は
じ

め
、
保
安
設
備
の
整
備
・
交
通

規
制
等
盈
端
的
に
推
進
す
る
。

㈲
そ
の
他
の
施
策

・
運
転
者
の
労
働
条
件
の
適
正
化

を
図
る
。

・
自
動
車
の
検
査
体
制
の
整
備
を

図
る
。

・
自
転
車
駐
車
対
策
を
推
進
す
る
。

・
暴
走
恣
某
の
強
化
奎
凶
る
。

・
救
急
搬
送
。
医
療
体
制
を
整
備

市
政
短
信

例
年
三
月
二
十
一
日
発
行

の
本
紙
で
、
保
健
予
防
年
間

日
程
表
を
掲
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
七
年
度
分
。

は
四
月
十
一
日
号
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

（
市
政
だ
よ
り
の
係
）

す
る
。

・
交
通
事
故
被
害
占
援
助
活
動
を

推
進
す
る
。

・
鉄
軌
4
交
通
の
安
令
泰
図
る
。

｛
礒
、
宇
治
市
で
は
、
こ
の
計

固
を
も
と
に
実
施
計
画
を
つ
く
り
、

国
や
府
と
協
力
し
あ
っ
て
交
通
安

全
な
零
チ
す
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ホ
チ
。

39

環境保全審議会が発足

学識経験者など29委員で

良
好
な
環
境
を
守
る
た
め
に
、

宇
治
市
環
境
保
全
橘
本
条
例
に
植

づ
い
て
、
宇
治
市
環
境
保
全
審
議

会
が
二
月
二
十
四
日
に
発
足
し
ま

し
た
。
こ
の
日
、
池
本
市
長
か
ら
、

ほ
収
、
巾
僥
ぺ
言
経
験
者
、

各
種
団
体
代
衣
な
ど
二
十
九
委
員

の
み
な
ｒ
ｕ
－
＜
？
に
委
嘱
辞
令
が
手
渡

さ
れ
、
会
長
、
副
会
長
を
互
選
し

た
後
、
市
か
ら
、
駅
前
自
転
車
の

放
置
問
題
や
公
害
対
策
の
現
状
な
左
禰
太
郎
宇
治
公
衆
衛
生
受
｛

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
今
後
、
都
市
環

境
の
保
全
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ

い
て
の
市
艮
の
諮
問
に
対
し
、
審

議
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。委

嘱
さ
れ
た
委
員
は
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。

〈
会
長
〉

角
屋
睦

（
副
会
長
〉

北
尾
善
男

〈
委
員
》

屈
服
京
子

川
口
信
博

田
村
辰
夫

（
敬
称
略
）

京
大
防
災
研
咽
町
教

授宇
治
久
世
医
師
会
副

会
長

市
議
会
市
民
環
境
常

任
委
具
笛
昌
長

同
右
副
喬
国
長

大
阪
成
蹊
女
子
桁
天

教
授

加
藤
彰
郎
信
州
大
医
学
部
講
師

荻
野
和
彦
京
ｔ
ハ
農
学
部
助
教
授

巾
嶋
Ｂ
説
子
市
政
モ
ニ
タ
ー

大
島
和
子
市
政
モ
ニ
タ
ー

北
岡
綾
子
市
政
モ
ニ
タ
ー

門
川
富
于
市
政
モ
ニ
タ
ー

池
田
紀
子
市
政
モ
ニ
タ
ー

長

林
嬰
姐
宇
治
市
農
業
協
同
組

〈
－
長

細
野
富
三
巨
椋
池
土
地
改
良
区

市
務
局
長

瀬
口
純
一
宇
治
市
森
林
組
ｉ
Ｕ
＜
ｉ
｛

中
川
恵
沢
宇
治
ａ
Ｔ
大
譲
所
副

会
頭

平
井
英
夫
宇
治
四
撰
山
鳥
獣
の

森
奮
耳
肖
て
る
会

中
村
英
一
宇
治
観
光
受
貧

辻
盈
子
宇
治
市
文
化
財
愛
護

鷲
理
事

士
［
川
智
恵
子
宇
治
市
遠
合
婦
人

会
六
地
蔵
婦
人
会
長

9
謨
脚
京
都
ｍ
ｎ
ｍ
苧

治
支
部
長

僑
内
憲
次
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

推
進
協
議
会

梶
浦
栄
三
郎
府
宇
治
地
方
振
興

局
長

崎
山
好
美
府
宇
治
土
木
工
営
所

長

岸
田
英
夫
府
宇
治
保
鴎
町
長
・

飛
田
正
一
宇
治
警
察
署
長

中
野
真
爾
宇
治
市
助
役

岩
本
昭
造
宇
治
市
教
育
長

知事選

4
月
1
1
日
に
は

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
を

京
都
府
知
事
の
任
朋
が
四
月
十

五
日
に
満
了
す
る
の
に
と
も
な
っ

て
、
京
都
府
知
事
選
常
か
四
月
十

一
日
間
に
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち

の
京
都
府
の
発
展
の
た
め
に
あ
な

た
の
一
票
か
単
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
宇
治
市
で
投
票
で
き
る
人

知
事
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は

に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
奉
宅
〈

年
十
二
月
七
八
Ｅ
以
前
に
転
入
届

ｍ
ｉ
れ
た
人
で
す
。
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
や
京

都
府
外
へ
転
出
さ
れ
る
人
は
混
作

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
三
月
一
日
以
咬
に
宇
治

市
内
で
転
居
届
を
さ
れ
た
人
は
、

票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

選
手
八
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
昭
和
五
土
八
年
十
二
月

士
台
以
後
に
、
宇
治
市
か
ら
Ｉ
示

都
召
ド
の
各
市
町
村
へ
転
出
肖
れ

た
人
は
、
宇
治
市
で
堤
じ
て
い

な
Ｌ
Ｖ
ｉ
に
）
と
に
な
れ
ま
す
。
こ
の

昭
和
一
手
七
年
四
月
十
二
日
以
前
転
居
前
の
住
所
地
の
局
研
で
投
場
合
に
は
、
転
出
先
の
市
町
村
艮

一
。
土
…
…
…
ｙ
～
ｔ
‘
ｌ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
。
‥
日
日
い
。
」
山
川

1
1
4
日
目
球

・
ま
゛
9
月

1
0
1
月
ａ

Ｍ
Ｅ
ｒ

．
ｉ

ｉ

旦
；
霜
・
型

こ

一
」
で
△
－
一
胎
綴
回
目
翫
ｔ
4

が
発
行
す
る
居
住
証
明
潜
か
倖
民

票
の
写
し
が
必
要
で
す
。
な
お
、

宇
治
市
の
選
挙
人
名
簿
に
驚
録
さ

れ
て
い
る
必
要
が
晋
答
子
の
で
、

念
の
た
め
に
宇
治
市
選
俗
話
萎

昌
会
へ
お
問
い
〈
§
好
ぐ
だ
声
い
。

▼
転
入
前
の
住
所
地
で
投
票
の
で

き
る
人

昭
和
五
土
ハ
年
十
二
月
1
μ
口

以
後
に
京
祁
町
内
の
｀
‥
市
町
村
か

ら
宇
治
巾
に
転
人
。
。
一
を
さ
れ
た
人

は
、
転
人
前
の
住
所
地
の
投
票
所

以
疫
票
が
で
章
手
八
。
こ
の
場
＜
ｎ

に
は
、
宇
治
市
長
な
謬
子
る
居

住
証
明
潜
か
住
民
票
の
写
し
が
必

ｊ－ｉ－’コ

4月11日の投票を

呼びかける大けん

すい幕（市役所玄

関横）

－■■ａ・・■－・－－■－－香香－■■■－・－・－－－●

祗
辰
子
。
ま
た
、
前
住
所
地
の
選

挙
人
な
に
べ
殼
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
念
の
た
め
に
転

入
前
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
ａ
わ
廿
で
だ
さ
い
。

▼
点
字
投
票
・
代
理
投
票

目
の
不
自
由
な
人
は
9
字
投
票

が
で
き
ま
す
。
よ
み
か
き
の
不
自

由
な
人
は
代
那
授
票
が
で
き
ま
す
。

い
づ
れ
も
、
投
票
所
の
係
目
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
不
在
者
投
票

混
百
に
、
投
票
所
へ
行
っ
て

投
票
し
て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で

す
が
、
出
張
と
か
、
病
気
で
入
院

な
ど
、
ど
コ
し
て
も
投
票
所
に
行

け
な
い
場
合
に
は
、
不
在
者
混
作

が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
晒
ぷ
で
き
る
間
間
は

告
】
否
日
か
換
票
日
の
前
日
ま

で
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
閔
係

な
く
午
前
八
時
半
か
り
午
汝
五
時

ま
で
、
市
役
所
三
階
の
選
挙
管
理

秀
図
会
唄
務
！
！
＠
Ｐ
£
つ
て
い
ま
ず
。

な
お
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
不
在
酋
投
票
指
定
施
設
に
お

ら
れ
る
ゐ
ぽ
、
そ
の
施
設
の
院
艮

な
ど
の
管
理
者
に
お
申
し
出
ぐ
だ

さ
い
。

▼
立
会
演
説
会

立
候
補
者
の
立
会
演
説
会
が
、

三
月
二
十
九
日
囲
、
午
後
七
時
か

ら
宇
治
中
学
侶
哺
催
き
祭
于
。

な
お
、
4
1
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▼
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
Ｊ
Ｅ

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
身
体
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
人
に
限
り
、
郵

便
に
よ
る
不
在
Ｋ
投
票
が
で
ｍ
ｉ

す
。
こ
の
制
度
は
、
手
続
や
請
求

期
間
が
一
般
の
不
在
煮
屁
笞
異

な
り
ま
す
の
で
。
該
当
す
る
人
は

湛
粛
品
萎
員
会
ま
で
お
問
い
ｃ

わ
苓
Ｖ
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
塑
菖
会
）

死亡事故防止を重点に
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手
帳
な
く
と
も
輸
血

四
月
か
ら
輸
血
夕
受
け
た
場
合

に
は
、
献
血
ま
緊
産
療
機
閲
へ

提
出
す
る
必
要
が
な
み
Ｉ
手
。

こ
の
た
め
、
献
血
手
帳
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
輸
血
が
必
要
な
場

合
は
血
液
の
供
給
が
受
け
β
れ
る

ぷ
っ
に
な
り
ま
す
。
こ
フ
し
て
本

来
の
意
味
で
の
献
血
制
度
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

献
血
制
度
が
ス
タ
Ｊ
ト
し
た
の

は
昭
和
三
十
九
年
か
な
子
。
そ

の
当
時
は
ま
だ
ま
だ
売
血
に
よ
る

血
液
が
大
部
分
で
、
そ
の
た
め
輸

血
後
に
肝
炎
が
多
琴
恚
な
ど
、

社
会
的
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
正
常
な
血
液
の
必
要
量
を

確
保
す
る
た
め
、
献
ぽ
ず
る
人
に

優
先
的
還
蓉
建
前
八
じ
た
運
用

に
よ
っ
て
献
血
事
業
か
于
す
め
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
齢
や
塵
唄
上
の
理

由
か
ら
献
血
の
で
き
な
い
人
、
ま

た
身
寄
り
の
な
い
人
た
ち
が
輸
血

を
必
要
と
し
た
場
合
な
戸
石
た
び

いのちを救う
あなたの献血

第588号

内
職
す
る
人
の
募
集
ち
β
に
羊

電
柱
の
は
昨
紙
、
週
刊
誌
の
宣
伝

広
告
な
ど
、
条
件
の
よ
ｍ
＞
”
Ｍ
ｉ

内
職
案
内
が
数
多
く
目
に
つ
章
ま

す
。
そ
し
て
、
甘
幻
岳
文
句
に

の
っ
て
被
害
に
φ
つ
ケ
ー
ス
が
多

く
、
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

労
働
省
で
吠
イ
ン
チ
キ
内
9

夕
取
り
締
ま
る
一
方
で
、
内
職
を

求
の
る
人
に
も
十
分
な
注
意
之
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
。
イ
ン
チ
キ

内
回
ｒ
の
実
例
な
ど
忿
含
め
お
知

献
血
制
度
が
改
正
に

た
び
あ
り
。
こ
の
運
用
に
つ
い
て

疑
問
が
で
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

血
液
の
需
要
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
こ
の
献
血

者
へ
の
優
先
的
還
元
輦
葛
運
用

で
は
対
処
で
き
な
ぐ
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
し
べ
こ
ラ
し
た
中

で
、
今
回
献
血
制
度
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

献
血
に

ご
協
力
を

血
液
の
需
要
は
ｔ
ハ
き
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
現
在
の
す
す
ん

だ
科
学
を
Ｅ
）
つ
て
し
て
亀
血
液

を
人
工
的
に
作
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ぺ
ま
た
長
期
の
保
存
も
で
き

ま
せ
ん
。
今
ま
で
以
上
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
に
献
血
を
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

献
血
さ
れ
る
と
き
は
、
・
ま
ず
医

師
に
よ
る
問
診
、
血
圧
や
比
重
の

測
定
を
し
ま
す
。
そ
し
て
採
賜

ら
せ
し
ま
哭

◇

女
子
就
業
希
望
者
の
希
望
ず
る

仕
事
の
種
類
は
、
家
庭
で
内
職
を

希
望
ず
る
人
が
短
時
間
雇
用
に
次

い
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

実
質
収
入
が
減
り
続
け
て
い
る
中

で
、
家
計
を
憑
ふ
る
家
庭
の
主

婦
に
と
っ
ア
ほ
、
つ
い
甘
い
宣
伝

文
句
に
ひ
か
れ
が
ち
で
す
。
’

少
し
そ
も
家
計
の
足
し
に
し
よ

う
と
内
職
に
と
び
つ
い
た
も
の
の

名
額
の
講
習
料
や
機
械
代
金
、
保

証
料
な
ど
を
支
払
っ
だ
の
に
も

後
日
、
献
血
さ
れ
た
人
令
員
に
、

コ
レ
ス
テ
？
ル
や
総
タ
ン
パ
ク

な
ぶ
笙
化
学
検
査
の
結
果
夕
お

知
ら
せ
し
享
子
。
さ
ら
に
、
Ｂ
型

肝
炎
抗
原
が
陽
性
の
人
に
は
お
知

念
左
と
も
に
、
ご
相
談
ら
お
受

け
し
ま
す
。
献
血
の
問
い
合
わ
せ

は
、
市
役
所
保
健
衛
生
課
か
、
京

都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
0
7
5

1
？
0
1
1
1
）
へ
。（

保
健
伺
牛
課
）

近
鉄
は
三
月
十
八
日
の
ダ
イ
ヤ

改
正
1
朝
の
ラ
ご

久
保
駅
七
時
四
十
二
分
と
八
時
七

分
発
の
京
都
行
壹
君
電
軍
に
つ

い
て
、
四
両
編
成
か
ら
Ｉ
台
編
成

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が
以

前
か
か
応
鉄
京
都
線
の
輪
送
力
増

強
を
、
近
鉄
へ
強
く
要
望
Ｕ
て
い

た
こ
と
に
と
も
な
う
も
の
で
、
出

勤
時
の
混
雑
が
少
し
で
も
緩
和
さ

れ
る
と
期
待
会
ｙ
チ
。

こ
の
な
の
、
近
妖
は
大
久
保
駅

催
し

催
し

春
の
料
理
教
室

ｖ
と
き
・
・
・
3
月
3
0
日
固
、
3
1
日

團
、
い
ず
れ
も
午
後
ｔ
時
か
り
ｖ

と
ｒ
乙
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
ｙ
内
容
＝
・
花
見
を
楽
し
ぐ
す
る

季
節
料
理
ｙ
講
師
＝
・
料
理
研
究
家

の
星
野
美
贅
言
兄
ｖ
費
用
・
・
・
無

戮
た
だ
し
材
料
費
チ
五
百
円
▼

定
員
＝
・
い
ず
れ
も
Ｓ
人
ｙ
申
込
み

・
＝
料
理
開
催
日
を
λ
口
選
び
材
料

費
千
五
百
円
を
添
凡
て
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ま
で
。
定
員
に
な

戻
第
締
切
り
事
。

（
交
通
労
政
課
）

親
子
映
画
の
つ
ど
い

．

ｙ
と
き
・
と
こ
ろ
＝
・
3
月
2
7
日

午
前
1
0
時
＝
小
倉
公
民
館
、
同
午

後
1
時
↓
函
桁
公
民
館
、
同
午

に
ば
、
大
別
し
て
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
。
内
職
講
習
会
と
称
し

て
多
額
の
講
習
料
な
ど
夕
取
り
、

で
章
エ
つ
怠
裂
品
に
い
ろ
い
ろ
な

条
件
を
つ
け
て
、
買
い
た
た
い
た

り
。
買
い
上
げ
か
拒
侮
言
ず
る

も
の
で
す
。

第
二
は
、
相
当
高
い
工
賃
収
入

が
得
ら
れ
る
怠
示
じ
、
高
額
な

機
械
を
市
価
の
二
倍
ほ
ど
の
価
格

で
売
り
つ
け
、
工
賃
の
取
ひ
決
め

は
あ
い
ま
い
に
し
で
あ
る
も
の
で

す
。
（
交
通
労
政
課
）

近鉄・大久保駅

6両の急行が停車

朝のラッシュ時

‐
Ｖ
Ｌ
Ｌ
“
・
Ｖ
4
Ｉ

後
4
時
＝
木
幡
公
民
館
ｙ
上
略
作

品
・
＝
「
桃
太
郎
」
（
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
・
ま
ん
か
日
本
昔
ぱ
な
し
。

カ
ラ
ー
促
費
券
）
、
「
太
陽
の

モ
子
・
ホ
ル
ス
の
大
冒
険
」
（
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ラ
ー
曾
詞

分
）
。
（
公
民
館
）

募
集

市
職
員

ｆ
ｔ
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
市

職
員
か
募
集
し
濠
ｙ
。

ｙ
職
種
上
般
事
務
職
、
土
木

技
師
と
も
若
干
名
▼
受
験
資
格
…

①
目
力
で
通
勤
が
で
ぺ
か
つ
介

護
者
な
し
に
一
般
事
務
職
・
土
木

技
師
の
職
務
巡
行
が
可
能
な
人
②

昭
和
2
6
年
ｔ
月
2
日
か
ら
測
年
ｔ

月
1
日
ま
で
に
生
次
れ
た
人
③
一

般
事
務
職
は
学
歴
盈
問
わ
な
い
が
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
卒
業
程

度
の
学
力
か
肴
す
る
人
里
末
技

師
は
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
以

上
の
学
校
忿
末
課
程
聚
修
得
し

た
人
⑤
視
覚
・
聴
覚
、
音
声
言
語

機
能
の
障
害
者
又
は
肢
体
不
自
由

者
で
身
体
障
害
者
手
帳
（
6
級
以

占
の
交
付
か
受
け
て
い
る
人
⑥

活
字
印
刷
文
（
点
宇
忿
朕
く
）
に

よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人
⑦
昭

和
回
答
月
1
日
現
在
宇
治
市
内

に
住
所
夕
有
し
、
申
し
込
み
の
日

ま
で
引
壹
響
市
内
に
住
所
か
肴

す
る
人
。
（
竿
決
試
験
〉
▼
と

き
ミ
3
月
2
8
日
向
午
前
9
時
半
か

ら
▼
と
こ
ろ
・
：
市
職
員
会
館
▼
申

込
み
・
：
3
月
2
3
日
か
ら
2
7
日
ま
で

の
プ
ラ
″
ト
ホ
ー
ム
を
延
長
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
両
分
の
車

両
が
大
久
保
駅
南
側
の
大
久
保
一

号
踏
切
上
に
停
車
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
二
本
の
急
行
電
車
の
停

車
中
は
踏
切
が
閉
鎖
さ
れ
求
ゐ

で
、
危
険
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
久
保
駅
付
近
の
高
架

工
事
完
成
ま
で
駅
構
内
の
踏
切
を

撤
去
し
て
、
市
側
に
終
日
の
改
札

口
が
設
直
鳶
笛
し
た
。

職
員
課
で
（
玄
関
で
も
可
）
原
則

と
し
て
本
人
が
身
体
障
害
者
手
帳
、

申
込
書
、
履
歴
書
か
痔
参
の
う
ぇ

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
郵
送
に

よ
る
営
に
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

実
施
要
眉
ど
申
込
書
は
職
員
課

に
あ
り
ま
す
。

（
職
員
課
）

幼
稚
園
の

ア
ル
バ
イ
ト
教
諭

ｙ
職
種
・
・
・
幼
稚
園
教
諭
ｙ
対
象

・
・
‘
①
幼
稚
園
教
諭
免
許
か
取
得
し

て
い
る
Ｌ
合
公
・
私
立
幼
稚
園
を

問
わ
ず
、
以
前
に
実
務
経
験
の
あ

る
人
ｙ
申
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
か
記
入
し
、
最
ｉ
ｙ
Ｃ
Ｄ

力
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添

付
に
3
月
3
1
日
ま
で
に
市
教
育
委

員
〈
延
務
課
へ
。
（
総
務
課
）

交
通
指
導
員

ｙ
対
象
・
・
・
毎
朝
勤
務
が
可
能
で

6
0
歳
ま
で
の
健
康
な
人
（
男
女
の

別
は
問
い
ま
せ
ん
）
Ｖ
勤
務
場
所

・
・
・
菟
導
小
学
校
区
内
、
木
幡
小
学

毯
区
内
、
菟
道
第
二
小
学
校
区
内
、

宇
治
小
学
校
区
内
Ｖ
募
集
人
員
・
・
・

各
校
区
ｔ
人
Ｖ
申
込
み
・
・
・
市
販
の

履
歴
書
に
記
入
の
う
4
Ｑ
月
2
4
ぽ

ま
で
に
交
通
労
政
課
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

談
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
、
青
少
年
相
談
の
日
程
は
、

卯
品
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
2
4

9
困
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、

お
わ
び
し
ま
す
。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

食
生
活
の
洋
風
化
に
と
も
な

っ
て
、
食
パ
ン
は
米
に
つ
ぐ

主
食
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
添
加
物
の
安
全

性
や
量
目
の
ば
ら
つ
貪
苔
、

食
パ
ン
聚
の
ぐ
る
問
題
に
消
費

者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
ロ
グ
ル
ー

プ
で
は
、
望
ま
し
い
食
パ
ン
と

は
阿
か
を
老
子
で
み
ま
し
た
。

◇

（
疑
問
あ
る
添
加
物
》

食
パ
ン
は
、
小
麦
粉
に
食
塩
。

油
『
砂
糖
な
ど
名
加
え
、
水

で
こ
ね
た
も
の
を
炭
酸
ガ
ス
で

膨
張
さ
せ
て
焼
い
た
も
の
と
言

え
ま
す
。

食
品
添
加
物
の
俗
用
に
は
基

準
が
定
め
φ
れ
て
い
ま
ず
が
、

安
忿
汪
に
つ
い
て
疑
問
が
も
た

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム
は
、

小
麦
粉
改
良
剤
と
し
て
昭
和
二

十
八
年
に
使
用
が
認
め
ら
れ
た

添
加
物
拿
か
、
五
十
一
年
に

厚
生
省
ガ
ン
研
究
班
の
テ
ス
ト

に
よ
っ
て
発
ガ
ン
性
の
疑
い
が

あ
る
と
判
明
し
、
大
き
な
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消

費
者
運
動
の
高
ま
り
な
ど
で
、

製
パ
ン
業
界
も
使
用
の
自
粛
や

中
止
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
で
も
五
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
ま
で
の

使
用
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。そ

の
ほ
か
。
焼
き
あ
が
っ
た

パ
ン
が
か
煮
笞
離
れ
や
す
く

す
る
た
め
の
流
動
パ
ラ
フ
ィ
ン

漂
白
・
殺
菌
の
過
酸
化
ベ
ン
ソ

ぞ
ル
、
保
存
料
の
プ
ロ
ピ
オ
ン

消費生活モニターＤグループ

パンの添加物に不安

パンに使われる主な添加物

添加物名 用途

過酸化ベンゾイル 漂白，殺菌

デンプング＞）コール酸ナトリウム老化防止

臭棄酸カリウム 保水，弾力増強

乳酸 風味向上

塩化アンモニウム

酵棄

炭酸カルシウム

膨張剤

プロピオン酸カルシウム

〃ナトリウム

防腐剤

（保存料）

流動パラフィン 離形※

※離形とは焼きあがったパンが「焼きがま」から

離れやすくすることです。

酸
な
ど
、
こ
れ
ら
の
安
全
性
に

も
疑
凹
笞
た
れ
て
い
ま
ず
。

《
ア
ン
ケ
ー
ト
の調

査
結
果
》

食
パ
ン
に
つ
い
て
、
市
内
に

在
住
し
て
い
る
－
ｎ
十
五
人
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
夕
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ご
母
日
食

べ
る
人
が
四
〇
Ｕ
も
あ
り
、
全

盛
芯
な
い
人
は
一
回
で
し
べ

添
加
物
の
使
用
で
は
、
不
安
を

感
じ
て
る
人
犯
ハ
五
じ
、
感
じ

て
い
な
い
人
が
一
九
ぴ
、
知
ら

な
か
っ
た
人
が
ご
元
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
か
ら
、
多
く
の
家
庭

で
良
べ
ら
れ
て
い
る
一
哉
添

加
物
な
ど
に
不
安
か
感
じ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
濠
す
。

（
量
目
と
選
び
方
》

パ
ン
の
量
目
は
、
食
糧
庁
の

調
査
で
は
一
つ
っ
み
三
一
耳
。

か
ら
四
一
〇
Ｊ
’
ま
で
あ
り
ま
し

た
。
食
パ
ン
の
重
さ
を
三
友
）

Ｊ
。
に
統
一
し
た
表
示
制
度
ダ
草

く
実
施
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

よ
い
パ
ン
タ
選
ぷ
に
は
。
①

体
積
の
割
に
軽
ぐ
感
じ
る
も
の

②
表
皮
の
色
が
均
一
丿
貿
罵

の
、
③
色
っ
や
が
よ
く
、
む
召

の
な
い
も
の
、
④
食
ぺ
だ
時
、

歯
切
れ
や
口
当
昨
か
よ
く
な
め

ら
か
な
も
の
な
ど
夕
目
安
に
し

た
ら
よ
い
と
思
わ
れ
ま
ず
。

《
ま
と
め
》

消
賢
者
は
売
ら
れ
て
い
る
パ

ン
を
買
シ
と
い
う
弱
い
立
場
な

の
で
。
品
質
に
つ
い
て
の
行
政

指
導
鷺
徹
底
し
て
か
り
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
メ

ー
カ
ー
も
、
消
費
者
か
安
心
で

き
る
パ
ン
の
製
造
を
心
が
け
る

ぷ
つ
に
望
み
ま
す
。

そ
Ｌ
で
、
私
た
ち
消
費
者
も

一
人
ひ
こ
り
商
品
知
識
を
正
し

ぐ
持
っ
て
、
少
し
で
も
よ
い
も

の
を
買
ラ
生
活
態
度
が
必
要
で

は
な
い
で
し
よ
ラ
か
。

（
商
工
観
光
課
）

40

案
内

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

5
7
年
度
の
固
定
資
産
課
税
（
補

充
）
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

Ｖ
と
き
＝
・
4
月
1
日
か
ら
2
0
日

ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜
日
も
車
に
常

ど
お
ひ
）
’
ｙ
と
こ
や
雨
役
所
一

階
の
資
産
税
課
ｙ
不
服
の
申
し
出

・
・
・
評
価
額
な
ど
に
不
服
の
あ
る
人

は
、
4
月
3
0
ぼ
ま
で
に
固
定
資
産

評
価
審
鳶
吏
員
会
に
文
書
で
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
ず
。（

資
産
税
課
）

太
極
拳
教
室

Ｖ
と
き
・
・
・
4
月
1
日
が
ら
9
月

3
0
ぼ
ま
Ｖ
の
屋
米
曜
日
午
後
7

時
半
か
ら
9
時
Ｖ
と
こ
ろ
・
未
幡

公
民
館
Ｖ
対
象
・
＝
小
学
生
以
上
で

市
内
に
在
住
お
よ
び
勤
務
ト
そ
い

る
人
！
貨
・
・
・
4
0
人
ｙ
参
加
賛
＝
・

大
人
二
千
円
、
そ
こ
を
千
円
Ｖ
申

インチキ内職に注意を

込
み
・
・
・
神
谷
昭
三
（
四
⑩
0
1
9

8
）
さ
ん
、
佐
藤
弘
子
（
≪
⑩
5

3
0
7
）
さ
ん
ま
1

（
計
蒼
教
育
課
）

住
民
検
診

市
で
ほ
、
職
場
や
学
校
で
喫
診

夕
受
け
る
機
会
の
な
い
十
五
歳
以

上
の
市
民
金
星
に
、
毎
年
住
民

検
診
を
無
料
で
付
っ
て
い
ま
す
。

日
程
や
場
所
な
と
ば
、
四
月
一

日
に
新
聞
折
り
込
み
で
案
内
を
お

届
け
ず
る
予
定
で
す
。（

保
健
衛
生
課
）

交
通
事
故
相
談

㈲
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
．

ｍ
事
故
で
お
困
り
の
人
の
た
め

に
無
料
で
相
談
に
応
に
そ
蛮
チ
。

Ｖ
と
き
＝
・
午
前
9
時
半
か
ら
午

後
4
時
半
（
平
日
）
、
土
曜
日
は

・
正
午
ま
で
（
弁
護
士
相
談
日
は
毎

週
木
臓
日
午
後
1
時
か
ら
4
時
）

Ｖ
と
こ
ろ
・
＝
京
都
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
尽
帥
3
0

4
1
）
烏
丸
通
七
塞
ド
ル
、
日
本

牛
命
京
都
駅
前
ビ
ル
京
都
調
査
事

務
所
内
。
（
交
通
労
政
課
）

か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
の
内
容
や
収

入
が
約
束
と
違
フ
と
い
っ
た
ヶ
Ｉ

ス
が
多
く
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
。

イ
ン
チ
キ
ａ
？
の
実
態
で
す
。

ま
た
、
作
年
工
賃
未
払
い
で
摘

発
さ
れ
か
業
者
は
几
社
、
労
働
者

数
で
は
七
百
九
十
二
人
、
被
害
額

は
八
千
万
円
夕
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ぱ
、
ほ
ん
の
一
角
に
す
ぎ
ず

い
わ
ゆ
る
ぶ
薗
寝
八
夕
や
摘

発
ま
で
い
か
な
い
件
数
ｉ
Ｍ
・
Ｑ
ｉ
Ｑ

と
、
相
当
な
被
害
状
況
に
な
る
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
シ
『
イ
ン
チ
キ
内
職
”

4月から

訂
正
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